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ソフトウェア開発の生産性の向上，

品質の安定，及びリードタイムの短縮

には，品質の保証されたソフトウェア

部品を蓄積し，これらを再利用して開

発することが有効です。

従来は，開発済みのソフトウェア

から汎用的な部品を抽出し，これらを

再利用の対象とすることが中心でした

（図1）。その結果，ソフトウェア開発

全体に対する再利用部分はわずかで，

生産性はそれほど向上しないという課

題がありました。

こうした課題の解決のために，プロ

ダクトライン型の開発が注目されてい

ます⑴。プロダクトライン型の開発で

は，ソフトウェアの製品系列を対象に

再利用範囲を決定します。そして，コ

アアセットと呼ばれるソフトウェア開

発の資産を整備し，コアアセットを再

利用してソフトウェア製品を開発しま

す（図2）。コアアセットは，アーキテ

クチャ，コンポーネント，ドキュメン

ト，開発・テストツールなど，ソフト

ウェア開発の過程で作成又は利用され

る，あらゆる成果物を含みます。

プロダクトライン型の開発は，あら

かじめ想定したソフトウェアの製品系

列を対象に再利用性の高いアセットを

むだなく準備することで，生産性の高

い開発を行うことが狙いです。

プロダクトライン型開発を成功させ

るためには，製品企画の段階で様々な

ニーズに対するバリエーションなど製

品系列のあり方を十分に検討すること

が重要です。そして，製品系列の共通

プロダクトライン型の開発を推進

することで，開発コストを低減しなが

ら，顧客の様々なニーズに迅速に対応

する高品質ソフトウェアの開発を目指

します。
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部分と特定製品に固有の可変部分をコ

アアセットとして開発します。

製品特性の分析は，フィーチャモデ

リング⑵手法を利用することが一般的

です。しかし，共通部分と可変部分を

特定する方法や，コアアセットとして

の実現方法は，業種や業務などの対象

分野により個々の工夫が必要なため，

明らかになってはいませんでした。

東芝ソリューション（株）は，業務

系アプリケーションソフトウェアを対

象に，コアアセットの構築手法を考案

しました。業務系アプリケーションソ

フトウェアとは，顧客管理や注文管理

などの業務を対象に，コンピュータを

介して様々なデータを管理するソフト

ウェアのことです。

考案したコアアセットの構築手順

は図3のようになります。まず，ソフ

トウェアの骨格に相当するアーキテク

チャを定義します（①）。①では，5種

類の要素でソフトウェアを構成するこ

とを示しています。次に，フィーチャ

モデリングによりソフトウェア製品の

特性を分析します（②）。ここでは，製

品に関する顧客からの意見を管理する

ソフトウェアを対象に，意見発生のつ

ど，情報を共有する通常版と，重要度

に応じて共有方法を変化させる応用版

の二つの製品系列を想定しています。

その後，機能分析（③）とデータ分析

（④）を行い，①のアーキテクチャに基

づいてソフトウェアの構造を導出しま

す（⑤）。可変部分は，業務ロジックに

対して設定した分岐点から製品系列に

相当する選択肢を定義することで設計

します。

①～⑤で作成した成果物はコアア

セットとなります。この手法に基づけ

ば，製品系列の特性をソフトウェアの

構造へスムーズに導出する手順が明確

なため，効率的にコアアセットを構築

できます。

コアアセットに蓄積されたフィー

チャモデルに基づき，顧客のニーズ

の抽出，バリエーションの決定，及び

共通のコアアセットとの統合により，

個々の顧客には，ソフトウェア製品を

迅速に提供することができます（⑥）。

考案した手法を様々な業種・業務分

野に適用し，事例を蓄積することで，

手法を拡張していきます。更なる生産

性と品質の向上，及びリードタイムの

短縮のため，開発を自動化するツール

の整備も重要と考えています。
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図2．プロダクトライン型ソフトウェア開発の概要̶製品系列の開発ロード
マップに基づきコアアセットを作成し，これらの再利用によりソフトウェア
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図3．コアアセットの構築手法及びコアアセット例̶フィーチャモデリング及び，機能とデータの分析結果をアーキテクチャにマッピングし，共通部分と
可変部分をソフトウェアの構造へ導出します。
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